































der Produktionspoli tik），市場政策手段（Mittelder Marktpolitik）及び所得
政策手段（Mittelder Einkommenspolitik）に区分している。附
第2の分類は，キルシェン（E.S. Kirschen）並びに共著者が提示した分類
基準，すなわち，「政策手段の相互依存原則」 ( das Prinzip der sachlichen 














ゲフゲン（G.Gafgen）は財政政策手段（Instrumen te der Fisk al poli tik ) , 
金融・貨幣政策手段 (Instrumenteder Geld-und W ahrungspolitik），直接







I 意図した行動に影響 ｜ 
を及ぼす程度 L 自由意思の行動の結びつき
資料： Tuchtfeldt,E., Bαusteine zur Theorie der Wirtschαiftspoliti九 2.Aufl., 
Bern 1987, SS. 284-289 （トゥー フトフェルト、 E. 『経済政策論の礎石』第2版、
ベルン、 1987年、 284-289頁）、により作成。
統制手段 Onstrumenteder direkten Kontrollen），制度的変更手段（Instrume-
n teder ins ti tu tionellen Anderungen）に分類している 016 
デユツル（E.D註rr）は経過政策手段を貨幣政策手段 Onstrumenteder Geld-
politik），財政政策手段，価格政策手段及び賃金・所得政策手段（Instrumente 










段（Instrumente der rechtlichen Rahmenbedingungen der mikro凸konomi-
schen Aktivitat) , ミクロ経済の詳細な調整手段（Instrumente der mikroo-
konomischen Detailsteuerung），金融政策手段，財政政策手段，外国経済政
策手段 (Instrumenteder Auβenwirtschaf tspoli tik）に分類している。16
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第5の分類は，クリユーガァ（R. Kruger）が提示した分類基準，すなわち，
経済政策の担い手である「国家の政策手段と国家以外の担い手の政策手段の区
別」（Unterscheidungvon den Instrumenten der staatlichen Wirtschafts-
politik und den wirtschaftspolitischen Mitteln der sonstigen Trager）に基
づいて分類したものである。クリユーガァは政策手段を純粋にあるいは優位な
秩序政策の様式の手段（Maβnahmenrein oder iiberwiegend ordnungspolit-
ischer Art），秩序政策や経過政策の性格を同時に備えた手段（Instrumen-
tarium zugleich Ordnungs-und Alaufspolitik），純粋にあるいは優位な経過











































組織的規範が創られている。この規範は「経済法制」（Wirtschaf tsverf assung) 
と名づけられている。この規範の場合，国家の規範（議会や行政などの経済政









過政策手段をそれぞれミクロ秩序政策手段 ( mikroordn ungspoli tische Instr-
umente）とマクロ秩序政策手段（makroordnungspolitische Instrumente), 
ミクロ経過政策手段（mikroabla uf spoli tische Instrumen te）とマクロ経過政

































ら，価格政策手段（preispoli tische Instrumen te）と数量政策手段（Mengenp-




































































ミクロ秩序 マクロ秩序 ミクロ経過 マクロ経過
政策手段 政策手段 政策手段 政策手段
生産法市場法 通貨法財政法 数量政価格政 金融政財政政
制手段制手段 制手段制手段 策手段策手段 策手段策手段
質的領域 比較 基準 量的領域
国家中心の行政機関 主な担い手 国家中心の執行機関と中央銀行
長 期 投入期間 短期と中期
基本目的 本源的動機 状 況
状 i兄 副次動機 基本目的
質的関係の変更 本源的作用 量的関係の変更
量的関係の影響 副次作用 質的関係の影響
資料： Tuchtfeldt, E.，“Das Instrumentarium der Wirtschaftspolitik. Ein Beitrag 
zu seiner Systematik”， in Gafgen, G. ( Hrsg.), Grundlαgen der 
Wirtschαiftspoliti九 4.Aufl., Koln 1972, S. 267 （トゥーフトフェルト、 E.
「経済政策の手段ーその体系化のためのー貢献ー」［ゲフゲン、 G編『経済政策
の基礎j第4版、ケルン、 1972年、 267頁に所収］）






構造政策手段 ( strukturpolitische Instrumente）と同様に， 質的政策手段
(Instrumente der qualitativen Politik）は量的政策を行う枠組みを設定する
手段である。質的政策手段は「より長期的に作用する根本的解決」（langerfri-











( mikroablauf spoli tische Instrumente）あるいはマクロ経過政策手段（makro-
ablaufspolitische Instrumente）に分類している。
この場合，ミクロ経過政策手段は市場過程を通じて量的政策手段（mengenp-
olitische Instrumente）と価格政策手段（preispolitische Instrumente）に 2区
分されている。これに対して，マクロ経過政策手段は経済循環過程を通じて貨
幣政策手段（geldpoli tische Instrumen te）と財政政策手段（f inanzpoli tische 
Instrumente）に 2区分されている。
ツイッンは質的領域と量的領域の手段について「投入期間」，政策手段の
























長 期 投入期間 短期と中期
基本目的 本源的動機 状 況
状 況 副次動機 基本目的
質的関係の変更 本源的作用 量的関係の変更
量的関係の影響 副次作用 質的関係の影響
資料： Zinn,K. G., Allgemeune Wirtschaftspolitik,Stuttgart 1970,S. 174 
（ツイツン、 E.『一般経済政策』シュトゥットガルト、 1970年、 174頁）







































資料： Putz,T.,Grundlagender theoretischen Wirtschαiftspolitik, Stuttgart 
1971, s. 81 （ピュッツ、T.『経済政策論の基礎』シユトゥットガルト、 1971年、 81頁）
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政策手段の種類は，①経済政策の担い手の行動準則ないし行動の枠組みを規















































hungsnahe zu den zu beeinflussenden Wirtschaftern）に基づいて，直接
的手段（direkteMittel)と間接的手段（indirekte Mittel）に区分して
いる。
④ 分類基準「把握すべき経済領域J(der zu erfassenden Bereich der Wi-
rtschaft）に基づいて，一般的手段（generelleMittel)と特殊的手段（s-
pezielle Mittel)に区分している。
⑤ 分類基準「経済秩序全体に対する関連」（das Verhaltnis zur Gesamt-





① 分類基準「経済政策の担い手の目的設定」（Zielsetzungen der wirtsch-
af tspoli tischen Akteure）に基づいて，（i）経済成長政策手段（wachstums-
politische Instrumente），経済発展政策手段（entwicklungspolitische 
Instrumente), (i）景気政策手段（konjunkturpolitische Instrumente), 
(ii）所得政策手段（verteil ungspoli tische Instrumen te) , ( iv ）日和見主
義手段（anpassungspolitischeInstrumente), ( v）保護政策手段（erhalt-




② 分類基準「経済過程あるいは経済体系」（W irtschaf tsprozeβ oder Wi-
rtschaf tssystem）に基づいて，過程政策手段（量的政策手段） (proze.Bpol-
i tische [ q uan ti ta ti ve] Instrumen te) , (i）秩序政策手段（質的政策手段
と構造政策手段） ( ordnungspolitische [qualitative] Instrumente), (ii) 
マクロ管理政策手段（gesam twirtschaf tlich a usgerich tete Instrumen te 
[ Makrosteuerung] ），メゾ管理政策手段（Mesosteuerung），地域政策手
段（regionalausgerichtete Instrumente), ミクロ管理政策手段 ( einze-
lwirtschaftlich ausgerichtete Instrumente [Mikrosteuerung］）に区分し
ている。この類別は，政策手段投入の際には，量的政策手段と質的政策手
段（例。法律の改正）の二つの側面がある点に特徴がある。
③ 分類基準「作用の幅と強さ」（Eingrif f sin tenzi tat）に基づいて，（i）命
令（Gebote）と禁止（Verbote), (i）行動調整（V erhal tensabstimm ung) 
（例。労使協調行動） (ii）経済政策の担い手の行動パラメーターの形成
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( Gestaltung der Aktionsparameter der Wirtschaftssubjekte) （例。価
格設定）に区分している。
④ 分類基準「政策手段投入量の継続及び作用の発現の継続」（Dauerdes 
Einsatzes und des Eintritts der Wirkungen）に基づいて，（i）短期に投
入可能で短期に有効な手段（kurzfristig einsetz bare und kurzfristig wi” 
rksame Instrumente) , (i）中期に投入可能で中期に有効な手段（mittel-
fristig einsetzbare und mittelfristig wirksame Instrumente) , (ii) 
短期に投入可能で長期に有効な手段（kurzfristigeinsetzbare und langfr-
istig wirksame Instrumente) , (iv）中期ないし長期に投入可能で長期に
有効な手段（mittelfristigbzw. langfristig einsetzbare und langfristi-
g wirksame Instrumente）に区分している。












































- 64 ( 448 )-
?? ? ?
（??）｜｜
資料： Mehler,F., Ziel 

























では，政策手段の階序を政策目的（本誌第40巻第 1' 2' 3号参照）との関連
において明示するために，まず第 1に，政策手段の階序の可能性に言及し，第
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ピュッツによる政策手段の階序の可能性
財 政 手
人公段共信用 2圭t 政策手段の分類 貨幣手段 価格統制 数量統制公共支出 ~、 共 収
政 害l~、a 預 貨 賃 国 外 財 資直 間 財 関
社 外 国 外 国 外財 商 手lj賃 生 i間 信 為 輸
開 金 幣 金 内 国 及 本 産 よ＝』 国 内 国 内 国政
CJ 子 金 費 替 出ロ 産 用
策 号l市 準 の と ’＼ ’＼ び 財 接 接 税 税 保 か で で で への 価 8か~t・~るE－ f1t ・m 統 管 及
手 場 備 平 俸 の の サ 購 と 障 らの
の の の残 格 市l市！ 申j申l申l理 び
率 操 率 価 給 移 移 l入 税 説 本日 給 の 信 信 信 信 市『司当・
杭ゐ4・ 輸
段 作 転 転 ピ（ 続 付 移 用 用 用 用 申l 入政
ス投 税 転 授 授 委 委 の




経 済 成 長 × × × × 。。。× × × × × × 。× × × × × × 
景気の安定（完全雇用）。× × 。× × 。。。× × 。。。 × × 
貨幣価値の安定。× × 。× × × 。。。× × × 。。。× × × × × 
国際収支の均衡 。 。× × × × × × × × 。× × × × × × × × × × × 。。
所得・財産の公i：な分配 × 。 × 。× × × × × × 。× 









































「様々な技術的特徴に基づく諸政策手段の一つの階序」（eine Ordnung von 
Instrumenten nach technischen Eigenschaften）酬を定めることができる。
この特徴の基準は，ゲフゲン（G.Gafgen）によれば，「様々な作用様式に基























ミクロ マクロ ミクロ マクロ
情報でミクロ 行動の調整で 個別市場の価 マクロ経済の
作用様式
経済の計画与 ミクロ経済の 格政策と数量 変化でミクロ
件と計画要素 計画与件と計 政策でミクロ 経済の計画与
へ影響を及ぼ 画要素へ影響 経済の計画与 件と計画要素
すこと を及ぼすこと 件と計画要素 へ影響を及ぼ
問 接 へ影響を及ぼ すこと
すこと
ミクロ経済状 経済法制の変 個別市場にお 一般的な行動
態の変化でミ 更でミクロ経 ける行動許可 許可あるいは
クロ経済の計 済の計画与件 あるいは行動 行動禁止でミ
直 接
画与件と計画 と計画要素を 禁止でミクロ クロ経済の計




資料： Putz,T., Grundlagen der theoretischen Wirtschαftspolitik, 4. Aufl., 








② 直接的ミクロ枠組み秩序政策手段 Onstrumenteder direkten Mikrora-
hmenordn ungspoli tik) 
この手段は会社法 商法 市場法制などの改正によってマクロ経済的に意図
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した行動様式を強制する政策手段である。
③ 間接的マクロ枠組み秩序政策手段 Onstrumenteder indirekten Makr-
orahmenordn ungspoli tik) 
この手段は情報や行動調整による個々の経済主体やその集団のマクロ経済的
に意図した行動様式を保護する政策手段である。







































































( i ）政策手段 外生的で制御できない変数 Y=(y1,・・・,ym) 
( i）与 件 外生的で制御できない変数 u= ( u1, ••• ' u q)
(ii) 政策目的の規範 内生的で制御できる変数 Z= ( z r ・•， Zn) 
(iv）副次効果 内生的で、重要で、ない変数 X= ( x v・，xs) 
これらの変数はn個の予算式と n個の行動式と結びついている。その解は
Z =A Y+B U (1) 
- 74 ( 458 )-
から得られる。これを書き直せば，
m q 
Zi = ~ aij Yj 十三 b ijUj ( i =l，・・， n) (2) 
j=l j=l 
である。 A=(a ij）とB=( b iJはそれぞれ一定の係数である。
いま，政策目的の規範 Zl ••• ' z n の値が所与であれば，これは所与の条件



































資料： Fox,K, A. and Thorbecke, J.，“Specification of Structures and Data 
Requirements in Policy Models", in Hickman, B. G. (ed.), The 
Quαntitative Plα九九ingof Economic Policy, Washington, D. C. 1965 
(Korner, H., Theoretische Grundlagen der Wirtschαftspolitik, Koln 
1977, S. 73. Putz, T., Grundlagen der theoretischen Wirtschaftspolitik, 


































































資料： Mundell,R. A., "The Appropriate Use of Monetary and Fiscal Policy 
for internal and external Stability” in Smith, W. L. and Teigen, 
R. L. (ed.) Reading iη Money, Nαtional Income αnd Stαbilization, 
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